
石浜橋場こども園だより   令和２年度 夏の特別号 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

ひよこ組  

７月は１３名が揃い、にぎやかなひよこ組がスタートしました。一人一人が自分のペースで園生活に慣れ、笑顔や自

分から好きな玩具に手を伸ばす姿が増えてきました。雨の日が続き、なかなか戸外で遊ぶことはできませんでしたが、

避難車でテラスをお散歩したり、室内で体操をしたりなど、ゆったりと好きな遊びを楽しみました。 

８月は、水遊びや色水遊びなど、夏ならではの遊びをたくさん経験していきたいと思います。また、こまめな水分補

給をして熱中を症予防すると共に、手洗いなどをして感染症の予防にも気を付けながら、健康に過ごせるようにしてい

きます。 

うさぎ組  

 天候のすっきりしない日々でしたが、蝉の鳴き声が聞こえてくるようになりました。夏の太陽が姿を現すまであと少

しでしょうか。うさぎ組は、友達と関わる姿が増え、簡単な身の回りの事へも意欲的に取り組む様子が多くなりました。

特に食後のうがいや着替えなどを張り切っています。着替えでは「ズボン、履けたよ。」「シャツを着られたよ。」と、自

分でできた嬉しさや喜びを言葉や表情で知らせてくれます。この気持ちや経験が「自分でしよう！」とする力に繋がっ

ていきます。ぜひ、ご家庭でもその姿を見守り、お子さんの頑張りをたくさん褒めてあげてくださいね。今月は、体調

や天候を考慮しながら、水の心地よさを味わったり、ジュース屋さんや洗濯ごっこをしたりなど、夏ならではの遊びを

楽しんでいきます。水分補給や休息をとり、暑い夏を元気に乗り切っていきたいですね！ 

 

にじ組 

 先月は天気の悪い日が続きました。「雨止んでほしいね」と、てるてる坊主を子供たちと作って飾りました。久しぶり

に水遊びができた日には、水の心地よさを感じ、喜んで水に触れて遊んでいました。本格的に暑くなる８月は、こまめ

な水分補給や休息を心掛けながら、水着を着て水遊びを楽しんでいきます。着替えることが多くなる時期ですので、着

脱や脱いだ服の始末を自分で行えるようにし、自分でできた喜びを感じられるよう、丁寧に指導していきます。 

ゆったり過ごす時間を大切にしながら、他の学年の子供たちと交流できる時間も作っていきます。一緒に遊ぶ中で、

年上の子供たちから優しくしてもらう嬉しさを感じたり、憧れの気持ちをもったりする姿を大切にしていきます。 

ほし組 

先月は雨の日が続いていましたが、水遊びができると、とても嬉しそうにしていました。今月も天気の良い日には、

水遊びを楽しみ、水の気持ち良さやおもしろさを感じていきたいと思います。 

気温の高い日が増えていくと思いますので、水分補給を多めにしたり、汗をかいたら着替えたりして、体調に気を付

けながら、夏の遊びを楽しんでいきます。 

今月は、異年齢と関わる機会が多くなります。にじ組への思いやりの気持ちや、そら組への憧れの気持ちを感じる機

会として大切にしていきます。 

 

そら組 

今年の夏は雨や涼しい気候が多いですが、晴れた日には水遊びを思い切り楽しんでいきたいと思います。泡遊びや色

水遊び、水路作り、船作りなどを通して、自分なりに考えたり、試したり、工夫したりして水に親しんでいきます。 

夏の生活では、にじ組やほし組と一緒に過ごす機会が多くなります。その中で、教えたり手伝ったりするなど、異年

齢の交流を通して年長としての自覚や自信がよりもてるようにしていきます。 

５歳児だけの夏季保育（８月２８日）では、園内の探検をして「ちょっぴり難しいこと」に挑戦する中で、自信につ

なげていきます。こども園最後の夏の特別な思い出に残るような体験にしていきます。 

８月は、こんなことを大事にしています 

 


